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●
各
地
で
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
く

●
顕
彰
碑
／

岐
阜
・
山
本
誠
一

●
時
の
焦
点
／
「
集
団
自
決
」

●
抵
抗
の
群
像
／

節
を
曲
げ
ず
不
屈
に
た
た
か
っ
た
村
岡
貞
秋

●
同
盟
歌
壇
／

碓
田
の
ぼ
る
選

●
書
棚
／

『
渡
辺
順
三
研
究
』
碓
田
の
ぼ
る
著

●
中
国
平
和
連
帯
の
旅

２
〜
４５５６７７８

主 な 記 事
過
去
の
戦
争
で
唯
一
住
民
を
ま
き
こ
ん
で
の
地
上
戦
が
展
開

さ
れ
た
沖
縄
の
悲
劇
は
、
世
代
を
超
え
て
語
り
継
ぐ
べ
き
歴
史

の
真
実
で
す
。
こ
れ
を
教
科
書
か
ら
「
軍
の
関
与
」
を
削
除
す

る
と
い
う
歴
史
の
歪
曲
は
文
部
科
学
省
ぐ
る
み
の

〝
靖
国
派
〞

集
団
に
よ
る
策
略
。
し
か
し
沖
縄
県
民
十
一
万
六
千
の
抗
議
行

動
は
、
福
田
内
閣
を
し
て
「
沖
縄
県
民
の
声
を
重
く
受
け
止
め
」

さ
せ
ま
し
た
。
憲
法
９
条
を
守
る
と
と
も
に
、
〝
再
び
戦
争
と

暗
黒
政
治
の
流
れ
〞

を
許
さ
ぬ
国
民
的
抗
議
の
声
を
今
こ
そ

ひ
ろ
げ
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を
つ
よ
め
ま
し
ょ
う
。
（
５
㌻
参
照
）

「集団自決」の真実を隠すな
沖縄県民の怒りを全国へ

訃
報

同
盟
会
長
中
西
三
洋
さ
ん

同
盟
中
央
本
部
会
長
中
西
三
洋
さ
ん
が
十
月
二
十
七
日
午
後
四
時
二
五

分
、
肺
炎
の
た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
89
歳
。
中
西
さ
ん
は
三
重
県
出
身
、

十
七
歳
で
社
会
変
革
に
め
ざ
め
上
京
。
労
働
運
動
に
参
加
し
、
一
九
三
八

（
昭
和
13
）
年
「
京
浜
グ
ル
ー
プ
事
件
」
と
し
て
治
安
維
持
法
容
疑
で
検

挙
。
四
四
年
再
逮
捕
。
戦
後
は
日
本
共
産
党
千
代
田
地
区
委
員
長
、
千
代

田
区
議
四
期
、
八
六
（
昭
和
61
）
年
、
治
安

維
持
法
国
賠
同
盟
東
京
支
部
事
務
局
長
、
九

〇
年
、
同
中
央
本
部
事
務
局
長
、
一
九
九
七

（
平
成
９
）
年
か
ら
同
会
長
を
歴
任
。
自
伝

に
『
治
安
維
持
法
下
の
青
春
』
が
あ
る
。

11万人が集まった教科書検定の意見撤回を求める沖縄県民大会・９月29日



多
喜
二
と
小
樽
に
戦
い
に
学
ぶ

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

会
議
は
九
月
二
十
六
、
七
日
、
多
喜

二
の
街
小
樽
に
、
全
道
九
支
部
か
ら
二

十
八
人
と
針
谷
宏
一
中
央
本
部
事
務
局

長
の
参
加
で
開
か
れ
経
験
交
流
を
し
ま

し
た
。
初
日
、
バ
ス
で
小
林
多
喜
二
の

足
跡
を
訪
ね
、
寺
井
勝
夫
小
樽
支
部
長

の
案
内
で
多
喜
二
文
学
碑
や
『
工
場
細

胞
』
の
舞
台
と
な
っ
た
北
海
製
罐
を
見

た
後
全
体
会
、
分
科
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
八
十
年
前
の
磯
野
小
作

争
議
、
小
樽
港
争
議
と
そ
れ
を
指
導
し

た
竹
内
清
と
労
働
者
、
農
民
の
た
た
か

い
、
そ
の
伝
統
を
ス
ラ
イ
ド
で
学
習
。

討
論
で
は
「
戦
争
す
る
国
」
を
許
さ

な
い
共
同
を
広
げ
、
四
ケ
タ
の
会
員
を

必
ず
回
復
し
、
五
万
の
署
名
を
達
成
す

る
。
各
支
部
で
、
今
日
の
憲
法
の
基
礎

を
築
い
た
治
安
維
持
法
犠
牲
者
の
顕
彰

も
旺
盛
に
し
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

最
後
に
針
谷
さ
ん
が
「
北
海
道
は
と

て
も
元
気
が
あ
る
」
と
激
励
、
外
尾
会

長
は
「
若
手
を
増
や
し
育
て
て
、
組
織

を
強
め
ま
し
ょ
う
」
と
ま
と
め
、
ま
た

「
テ
ロ
特
措
法
の
再
提
案
に
断
固
反
対

す
る
」
の
特
別
決
議
を
首
相
と
防
衛
相

に
送
り
ま
し
た
。

（
宮
田
汎
）

改
憲
阻
止
・
不
屈
の
歴
史
を
継
ぐ

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

会
議
は
、
過
去
最
高
の
八
十
四
名
が

出
席
。
島
津
昭
中
央
常
任
理
事
の
開
会

宣
言
、
池
田
敏
美
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
山
形
県
本
部

逸
見
光
雄
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、

近
江
谷
中
央
本
部
副
会
長
が
報
告
。

「
自
民
党
は
参
院
選
公
約
の
ト
ッ
プ

に
改
憲
を
か
か
げ
て
惨
敗
。
福
田
内
閣

も
改
憲
路
線
に
固
執
し
て
お
り
、
国
民

的
な
た
た
か
い
に
全
力
を
つ
く
す
。
同

時
に
反
戦
平
和
、
国
民
主
権
を
か
か
げ
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安
倍
政
権
の
あ
と
を
継
い
で

福
田
内
閣
が
発
足
し
た
。
こ

の
内
閣
は
「
選
挙
管
理
内
閣
」

と
言
わ
れ
る
。
一
日
も
早
い

国
会
解
散
、
総
選
挙
を
求
め
る
国
民
の

要
求
は
当
然
だ
。
年
内
は
じ
め
来
年
一

月
解
散
説
、
予
算
成
立
後
の
五
月
説
、

七
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
後
、
八
月
臨

時
国
会
の
冒
頭
解
散
に
よ
る
九
月
説
な

ど
マ
ス
コ
ミ
が
書
き
立
て
る
▼
来
年
の

同
盟
の
国
会
請
願
は
そ
ん
な
激
動
の
な

か
で
行
な
わ
れ
る
。
全
国
か
ら
百
数
十

名
が
集
っ
て
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ

の
国
家
賠
償
法
制
定
を
求
め
る
請
願
へ

の
紹
介
議
員
獲
得
数
は
、
今
年
度
は
一

〇
九
名
だ
っ
た
▼
内
訳
は
民
主
党
七
九

名
、
共
産
党
十
八
名
、
社
民
党
九
名
、

無
所
属
二
名
、
自
民
党
一
名
、
公
明
党

〇
名
。
紹
介
議
員
の
過
去
最
高
は
〇
三

年
の
一
七
四
名
。
以
来
一
四
五
、
一
二

九
、
一
〇
八
名
と
後
退
し
て
き
た
▼
国

賠
法
制
定
と
い
う
同
盟
の
悲
願
が
実
現

す
る
か
ど
う
か
は
国
民
世
論
と
国
会
で

の
多
数
派
形
成
に
か
か
っ
て
い
る
。
五

〇
万
署
名
の
達
成
と
来
る
べ
き
総
選
挙

で
国
賠
法
制
定
勢
力
を
多
数
派
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
Ｓ
）

全
国
大
会
方
針
に
も
と
づ
く
支
部
活
動
の
前
進
へ

新
た
な
情
勢
に
立
ち
向
か
う
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

年
末
に
向
け
財
政
活
動
の
強
化
を
訴
え
ま
す

今
年
の
第
三
三
回
全
国
大
会
は
、
旺
盛
な
同
盟
活
動
を
支
え
る
た
め
に

財
政
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
県
本
部
へ
の
還
元
金
を
増

や
す
処
置
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
一
方
、
中
央
財
政
は
節
約
の
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
年
は
全
国
大
会
の
開
催
も
あ
っ
て
支
出
が
増
大
。
年
末

に
向
け
て
財
政
活
動
強
化
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

第
一
に
、
同
盟
の
拡
大
強
化
の
活
動
と
結
ん
で
長
期
未
納
者
に
も
働
き

か
け
会
費
納
入
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
賛
助
会
費
を
積
極
的
に

集
め
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
、
同
盟
活
動
へ
の
理
解
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
同
盟
内
外
に
訴

え
て
一
千
五
百
万
円
年
末
募
金
運
動
の
目
標
を
達
成
し
て
中
央
納
入
（
同

盟
員
一
人
当
た
り
中
央
納
入
三
三
〇
円
規
模
）
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
に
、
「
不
屈
」
新
年
号
掲
載
の
名
刺
広
告
（
十
一
月
末
締
切
、
一

枠
五
千
円
、
今
年
か
ら
県
還
元
五
百
円
増
、
中
央
納
入
二
千
五
百
円
）
を

増
や
し
て
代
金
を
一
〇
〇
％
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

第
四
に
、
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
№
14
号
か
ら
県
還
元
も
二
五
〇
円

に
な
り
ま
し
た
。
読
者
を
増
や
し
て
代
金
も
一
〇
〇
％
回
収
し
ま
し
ょ
う
。



て
た
た
か
っ
た
先
輩
た
ち
の
歴
史
が
日

本
国
憲
法
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
を
同
盟

独
自
の
役
割
と
し
て
語
り
継
ぐ
。
憲
法

改
悪
反
対
署
名
と
同
盟
五
〇
万
署
名
を

結
合
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
経
験
を

生
か
し
、
視
野
を
ひ
ろ
げ
攻
勢
的
な
運

動
を
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

各
県
・
支
部
か
ら
二
十
一
人
が
一
年

間
の
活
動
経
験
を
報
告
。
支
部
目
標
一

万
七
千
筆
を
超
過
達
成
し
た
教
訓
、
寺

院
か
ら
の
署
名
の
協
力
、
地
方
議
会
の

請
願
採
択
の
経
験
、
不
屈
の
歴
史
を
書

籍
に
し
て
普
及
し
て
い
る
経
験
。
女
性

会
員
を
ふ
や
し
支
部
に
女
性
部
を
つ
く

る
教
訓
な
ど
、
悩
み
苦
労
し
な
が
ら
の

活
動
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

一
日
目
最
後
に
日
本
共
産
党
山
形
県
委

員
長
後
藤
太
刀
味
氏
が
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

（
近
江
谷
昭
二
郎
）

運
動
の
飛
躍
と
力
量
を

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

十
月
十
四
〜
十
五
日
山
梨
県
石
和
で

一
都
六
県
三
十
一
名
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
栃
木
は
欠
席
）
。

宮
田
勝
中
央
本
部
副
会
長
が
「
全
国

大
会
の
示
し
た
闘
い
と
同
盟
の
果
た
し

て
い
る
役
割
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

運
動
の
飛
躍
を
」
と
よ
び
か
け
、
討
論

で
は
参
加
者
全
員
が
発
言
し
ま
し
た
。

支
部
を
結
成
し
、
対
象
を
広
げ
会
員

を
倍
加
し
た
（
川
崎
）
。
十
六
名
拡
大

し
て
三
ケ
タ
の
支
部
に
（
板
橋
）
。
団

体
の
協
力
で
個
人
署
名
目
標
を
達
成
、

今
年
は
六
千
に
目
標
を
引
き
上
げ
た

（
千
葉
）
。
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
に
集
会
で

訴
え
目
標
を
達
成
し
た
（
八
王
子
）
。

署
名
用
紙
を
い
つ
も
手
に
訴
え
集
め
て

い
る
女
性
部
の
活
動
（
神
奈
川
、
山
梨
）
。

支
部
づ
く
り
強
化
（
山
梨
）
。
語
り
つ

ぎ
風
化
さ
せ
な
い
活
動
（
茨
城
、
埼
玉
）

な
ど
発
言
。
参
加
者
か
ら
「
皆
さ
ん
の

努
力
に
感
激
、
励
ま
さ
れ
た
」
の
声
。

二
日
目
、
冒
頭
に
日
本
共
産
党
千
葉
、

山
梨
の
県
委
員
長
が
駆
け
つ
け
連
帯
の

挨
拶
。
増
本
一
彦
中
央
本
部
副
会
長
の

ま
と
め
で
、
治
安
維
持
法
が
悪
法
で
あ
っ

た
こ
と
を
政
府
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の

運
動
強
化
、
靖
国
史
観
に
対
抗
し
て
正

し
い
歴
史
認
識
を
広
範
な
国
民
に
明
ら

か
に
し
て
い
く
た
め
の
力
量
を
も
と
う

と
訴
え
ま
し
た
。

（
松
井
久
雄
）

伊
藤
千
代
子
墓
前
に
誓
う

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

会
議
は
九
月
二
十
六
、
二
十
七
日
、

長
野
県
諏
訪
湖
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。

参
院
選
後
の
、
新
た
な
情
勢
を
切
り

開
く
活
動
、
論
議
は
五
十
万
署
名
、
十

六
万
会
員
の
実
現
に
む
け
て
集
中
。

長
野
の
長
老
（
九
一
歳
）
が
「
新
し

い
情
勢
、
だ
れ
で
も
出
来
る
署
名
、
今

こ
そ
全
力
挙
げ
て
取
り
組
ま
ね
ば
」
と

元
気
な
署
名
活
動
。
ど
ん
な
組
合
で
も

対
話
を
積
み
重
ね
て
署
名
を
広
げ
た
支

部
。
会
員
同
志
が
声
を
か
け
あ
っ
て
署

名
に
取
り
組
ん
だ
活
動
、
信
州
赤
旗
ま

つ
り
の
成
功
と
会
員
拡
大
を
結
合
し
た

長
野
県
本
部
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な

ど
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

顕
彰
活
動
も
す
べ
て
の
県
で
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
習
と
会
員
を

拡
大
す
る
機
会
と
し
て
い
る
教
訓
な
ど

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
会
議
後
、
伊
藤

千
代
子
碑
を
訪
ね
碑
前
に
前
進
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

（
北
村
直
吉
）

旺
盛
な
女
性
部
の
活
動

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

十
月
十
六
、
十
七
日
、
岐
阜
県
恵
那

峡
に
四
県
か
ら
六
十
五
名
が
参
加
し
て

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
同
盟
本
部
神
戸
照
会
長
代

行
よ
り
「
大
企
業
の
思
想
差
別
・
反
共

労
務
政
策
と
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
」
と
題

し
て
報
告
が
あ
り
、
各
県
報
告
、
参
加

者
発
言
と
続
き
ま
し
た
。
最
初
に
岐
阜

支
部
の
二
十
五
才
の
女
性
が
学
習
会
で

同
盟
に
入
会
し
原
水
禁
大
会
や
戦
跡
め

ぐ
り
に
参
加
し
て
い
る
発
言
が
あ
り
、

続
い
て
岐
阜
支
部
の
女
性
部
が
母
親
大

会
の
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
成
果
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
。
東
濃
西
支
部
の
署

名
活
動
を
全
会
員
の
も
の
に
す
る
努
力
。

静
岡
県
各
地
で
「
日
本
の
青
空
」
上
映

を
成
功
さ
せ
る
努
力
。
愛
知
県
尾
西
支

部
の
岩
田
義
道
の
学
習
、
顕
彰
訪
問
ツ

ア
ー
の
と
り
く
み
、
新
し
い
支
部
建
設

の
努
力
。
三
重
県
の
先
人
の
業
績
発
掘
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と
顕
彰
の
活
動
な
ど
多
く
の
貴
重
な
経

験
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
前
進
を
誓
っ

て
会
議
を
終
え
ま
し
た
。
（
水
野
晃
治
）

魅
力
あ
る
活
動
で
若
も
の
を

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
九
月
二
十
六

〜
二
十
七
日
、
滋
賀
県
大
津
市
で
開
か

れ
、
近
畿
各
府
県
か
ら
三
十
八
名
が
参

加
。
初
め
に
柳
河
瀬
中
央
本
部
副
会
長

が
、
参
院
選
後
の
新
し
い
情
勢
と
国
賠

署
名
の
倍
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

会
議
で
は
各
府
県
の
署
名
、
会
員
拡

大
の
取
り
組
み
、
支
部
活
動
と
と
も
に

女
性
部
活
動
も
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
顕

彰
活
動
で
は
、
冊
子
「
和
歌
山
の
治
安

維
持
法
犠
牲
者
名
簿
」
づ
く
り
の
経
験
、

「
治
安
維
持
法
特
別
展
」
（
京
都
）
の

取
り
組
み
が
感
銘
を
呼
び
、
ま
た
「
不

屈
バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
各
府
県
で
す
す
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
ま
と
め
」
で
柳
河
瀬
副
会
長
は
「
支

部
づ
く
り
を
重
点
課
題
に
、
学
習
、
魅

力
あ
る
活
動
で
若
者
を
同
盟
に
」
と
訴

え
ま
し
た
。

（
西
田

清
）

お
寺
の
坊
さ
ん
も
感
動
し
た
活
動

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

九
月
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日
、
島

根
県
出
雲
市
で
六
十
人
が
参
加
し
て
開

催
。
中
央
本
部
冨
矢
信
男
副
会
長
か
ら

「
全
国
大
会
の
特
徴
と
国
賠
同
盟
の
当

面
の
任
務
」
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

討
論
に
入
り
ま
し
た
。

○
岡
山
支
部
だ
け
が
目
標
達
成
で
は

だ
め
、
遅
れ
て
い
る
支
部
に
援
助
を
と

美
作
支
部
に
。
集
ま
っ
た
の
は
三
人
だ
っ

た
が
、
そ
こ
で
三
役
も
決
ま
り
、
当
面

の
活
動
計
画
も
で
き
た
（
岡
山
）
。
○

入
会
し
て
初
め
て
会
議
に
参
加
し
た
真

宗
の
坊
さ
ん
が
「
平
和
の
た
め
熱
心
に

活
動
す
る
同
盟
の
皆
さ
ん
の
凛
と
し
た

お
姿
に
感
動
」
と
述
べ
、
十
枚
の
申
込

書
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
た
（
鳥
取
）
。

○
福
山
地
方
の
戦
前
戦
中
の
歴
史
を
ま

と
め
た
『
夜
明
け
の
人
々
』
を
発
刊

（
広
島
）
。
○
女
性
部
は
毎
月
会
議
と

学
習
会
を
開
き
、
署
名
も
毎
月
の
目
標

を
決
め
達
成
（
鳥
取
）
。
○
愛
善
会
の

集
会
で
訴
え
、
組
織
と
し
て
署
名
に
取

り
組
ん
で
も
ら
っ
た
（
島
根
）
、
な
ど

二
十
九
人
が
発
言
。

支
部
の
活
動
と
教
訓
が
生
き
生
き
と

語
ら
れ
、
各
県
が
署
名
と
会
員
拡
大
目

標
の
達
成
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
散
会

し
ま
し
た
。

（
勝
部
庸
一
）

拡
大
な
く
し
て
発
展
な
し

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
議

会
議
は
九
月
六
、
七
日
、
高
知
市
の

高
知
会
館
に
四
県
代
表
二
十
一
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
参
院
選
挙
で
闘
っ
た
日
本
共

産
党
春
名
な
お
あ
き
氏
が
挨
拶
。

討
論
で
は
、
五
〇
万
署
名
の
達
成
、

会
員
拡
大
、
支
部
活
動
の
活
性
化
、
顕

彰
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
体
験
と
論

議
が
か
わ
さ
れ
、
延
べ
四
十
人
以
上
が

発
言
。
国
賠
署
名
五
千
筆
目
標
達
成
に

は
、
議
員
が
選
挙
の
小
集
会
で
も
治
安

維
持
法
と
た
た
か
っ
た
犠
牲
者
の
話
を

し
て
署
名
推
進
の
力
に
な
っ
た
こ
と
、

一
人
で
五
百
筆
を
集
約
し
た
女
性
会
員

に
は
げ
ま
さ
れ
た
こ
と
（
高
知
）
。
今

治
支
部
は
、
十
三
名
で
支
部
を
結
成
し
、

そ
の
後
事
務
局
会
議
の
た
び
に
拡
大
の

対
象
を
あ
げ
て
働
き
か
け
、
現
在
二
十

名
、
署
名
も
大
き
く
発
展
し
た
（
愛
媛
）
。

支
部
体
制
強
化
、
会
員
の
学
習
も
多
く

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

風
化
さ
せ
な
い
活
動
で
は
、
来
年
の

槇
村
浩
没
後
七
〇
周
年
の
顕
彰
や
、
高

知
県
本
部
発
行
の
『
不
屈
に
生
き
た
土

佐
の
同
志
』
の
普
及
に
力
を
つ
く
す
こ

と
も
確
認
し
ま
し
た
。
（
久
保
文
彦
）

同
盟
運
動
を
飛
躍
さ
せ
よ
う

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

会
議
は
九
月
二
十
、
二
十
一
日
、
宮

崎
市
で
開
催
。
参
加
者
は
宮
崎
八
名
、

長
崎
五
名
、
福
岡
四
名
、
熊
本
、
鹿
児

島
、
沖
縄
各
一
名
、
計
二
十
一
名
。

会
議
は
、
日
本
共
産
党
宮
崎
県
津
島

県
委
員
長
が
激
励
の
挨
拶
。
同
盟
中
央

本
部
の
柳
河
瀬
副
会
長
が
報
告
。
「
来

年
は
『
３
・
15
』
八
〇
周
年
、
同
盟
結

成
四
〇
周
年
の
年
、
署
名
と
同
盟
組
織

を
飛
躍
を
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
顕
彰
活
動
が
す
す
み
、

犠
牲
者
名
簿
は
梶
原
会
長
の
努
力
で
完

成
（
熊
本
）
。
十
一
月
の
県
本
部
総
会

に
秋
田
か
ら
近
江
谷
会
長
の
学
習
会
を

計
画
（
鹿
児
島
）
。
八
月
県
本
部
総
会

で
講
師
中
央
本
部
近
江
谷
副
会
長
「
戦

後
補
償
問
題
」
を
学
習
（
福
岡
）
。
高

校
教
科
書
の
「
集
団
自
殺
に
軍
の
命
令

は
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
歴
史
の

真
実
を
消
せ
な
い
（
沖
縄
）
。
戦
後
の

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
掘
り
起
こ
し
と
裁

判
を
闘
っ
て
い
る
（
長
崎
）
な
ど
発
言
。

二
日
目
も
討
論
が
続
き
、
ま
と
め
で

柳
河
瀬
副
会
長
は
、
新
し
い
国
会
情
勢

に
対
応
し
た
同
盟
の
活
動
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

（
橋
本
幸
夫
）
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山
本
誠
一
は
土
岐
市
駄
知
町
出
身
の

製
陶
労
働
者
で
、
戦
前
の
労
働
運
動
と

り
わ
け
製
陶
労
働
者
の
組
織
化
と
運
動

に
心
血
を
注
い
だ
指
導
者
で
あ
る
。

彼
は
「
無
産
青
年
同
盟
員
」
で
あ
り
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
読
書
会
の
指
導
者
と
し

て
優
れ
た
理
論
家
で
も
あ
っ
た
。

山
本
誠
一
は
ま
た
、
「
製
陶
労
働
闘

争
同
盟
」
と
い
う
全
国
組
織
の
書
記
長

と
し
て
全
国
的
な
闘
い
の
先
頭
に
も
立
っ

た
。大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
困
難
な

時
代
に
労
働
運
動
の
指
導
に
あ
た
っ
た

山
本
誠
一
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
、

名
古
屋
陶
画
工
組
合
の
争
議
指
導
中
に

急
死
し
た
。

そ
の
葬
儀
は
名
古
屋
・
瀬
戸
・
駄
知

で
盛
大
に
行
わ
れ
、
駄
知
で
は
町
中
が

赤
旗
で
埋
め
ら
れ
、
葬
列
は
延
々
と
続

い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

山
本
誠
一
の
墓
碑
は
土
岐
市
駄
知
町

の
南
山
墓
地
の
小
高
い
位
置
に
あ
り
、

墓
碑
に
は
「
実
道
玄
誠
信
士
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

南
山
墓
地
の
近
く
に
土
岐
市
の
名
所

稚
児
岩
・
稚
児
大
橋
・
道
の
駅
ど
ん
ぶ

り
会
館･

陶
磁
器
試
験
場
セ
ラ
テ
ク
ノ

土
岐
・
遊
園
地
陶
史
の
森
な
ど
が
あ
り
、

天
気
の
よ
い
日
に
は
道
の
駅
ど
ん
ぶ
り

会
館
付
近
か
ら
御
岳
・
白
山
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
同
盟
岐
阜
支
部
の
パ
ン
フ
「
永
遠

の
灯
」
よ
り
）

当
時
唯
一
国
内
で
地
上
戦
が
展
開
さ

れ
た
沖
縄
戦
、
十
六
万
と
も
十
八
万
人

と
も
い
わ
れ
る
犠
牲
者
の
大
半
が
一
般

住
民
。
兵
士
よ
り
も
数
多
く
住
民
の
命

が
奪
わ
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

米
軍
に
収
容
さ
れ
た
住
民
が
、
米
軍

の
使
者
と
し
て
離
島
の
ガ
マ
（
壕
）
に

ひ
そ
む
日
本
守
備
隊
へ
の
投
降
勧
告
に

向
け
ら
れ
た
際
、
日
本
守
備
隊
は

投
降
を
拒
否
し
た
拳
句
、
使
者
の

老
人
や
婦
人
た
ち
を
殺
し
て
し
ま

い
ま
し
た
、
同
じ
よ
う
に
連
行
し

た
住
民
が
生
き
残
る
と
捕

ら
え
ら
れ
て
ス
パ
イ
化
す

る
と
し
て
親
、
兄
弟
、
隣

人
同
士
、
鎌
や
包
丁
で
斬

り
結
ば
せ
手
榴
弾
を
放
っ
て
止
め

を
刺
す
「
集
団
自
決
」
を
強
要
し

た
の
で
す
。
実
態
は
強
制
集
団
死
。

こ
の
歴
史
的
事
実
を
「
集
団
自

決
に
日
本
軍
の
関
与
が
あ
っ
た
」

と
し
た
記
述
が
「
高
校
日
本
史
」
の
教

科
書
か
ら
削
除
さ
れ
る
事
態
が
起
き
ま

し
た
。
文
科
省
教
科
書
担
当
の
調
査
官

が
指
示
し
た
「
調
査
意
見
書
」
の
結
果

で
す

九
月
二
十
九
日
現
地
沖
縄
で
開

か
れ
た
「
『
集
団
自
決
』
検
定
意
見
の

撤
回
を
求
め
る
県
民
大
会
」
に
十
一
万

六
千
人
。
一
三
七
万
県
民
の
約
一
〇
％
、

東
京
に
当
て
は
め
る
と
優
に
百
万
人
を

越
す
大
集
会
。
実
行
委
員
長
は
自
民
党

出
身
の
県
議
会
議
長
の
中
里
利
信
氏
。

主
催
者
を
代
表
し
て
語
り
ま
し
た
。

「
多
く
の
体
験
者
が
私
と
同
様
、
思
い

起
こ
す
の
も
つ
ら
い
当
時
の
記
憶
を
証

言
さ
れ
た
こ
と
に
胸
が
痛
む
。
文
科
省

の
検
定
意
見
は
こ
れ
ら
の
重
い

証
言
を
軽
々
し
く
扱
っ
て
い
る

と
し
か
思
え
な
い
。
」

当
事
者
と
な
る
高
校
生
豊
見

城
高
校
野
球
部
員
は
ユ
ニ
ホ
ー

ム
姿
で
参
加
し
、
名
護
の
農
林

高
校
生
は
四
〇
人
が
大
型
バ
ス

で
か
け
つ
け
ま
し
た
。
高
校
生

を
代
表
し
て
読
谷
高
校
の
男
女

二
人
が
訴
え
ま
し
た
。
「
私
た

ち
の
お
じ
い
、
お
ば
あ
た
ち
が

う
そ
を
つ
い
て
い
る
と
言
い
た

い
の
で
し
ょ
う
か
」
「
教
科
書

か
ら
軍
の
関
与
を
消
さ
な
い
で
下
さ
い
。

あ
の
醜
い
戦
争
を
美
化
し
な
い
で
ほ
し

い
。
た
と
え
醜
く
て
も
真
実
を
知
り
た

い
、
学
び
た
い
、
そ
し
て
伝
え
た
い
」
。

県
民
大
会
は
県
民
の
総
意
と
し
て
検

定
意
見
書
撤
回
と
記
述
の
回
復
を
決
議

し
ま
し
た
。
（
元
）

時の焦点

赤
旗
で
埋
め
ら
れ
た
葬
列

製
陶
労
働
運
動
の
先
覚
者

山
本
誠
一

「集団自決」



村
岡
に
対
し
て
特
高
が
拷
問
を
加
え

た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼

は
特
高
や
検
事
の
取
調
べ
で
は
も
ち
ろ

ん
、
予
審
で
も
黙
秘
を
つ
ら
ぬ
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
十
二
月
十

五
日
付
「
佐
賀
新
聞
」
は
、
「
本
月
十

三
日
午
後
五
時
予
審
終
結
、
治
安
維
持

法
違
反
に
よ
り
有
罪
が
決
定
、
（
佐
賀

地
裁
の
）
公
判
に
回
さ
れ
た
。
「
村
岡

は
中
学
二
年
ご
ろ
か
ら
社
会
科
学
に
か

ぶ
れ
、
昭
和
二
年
佐
賀
高
等
学
校
文
科

に
入
学
し
共
産
党
の
主
張
に
共
鳴
、
自

ら
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
佐
賀
県
の
同
志

を
糾
合
、
同
主
義
の
運
動
に
没
頭
し
、

杵
島
炭
鉱
夫
七
名
を
説
き
闘
士
た
る
べ

く
勧
誘
し
て
い
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

結
局
、
村
岡
は
「
目
的
遂
行
」
の
罪

名
で
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

翌
月
三
月
十
一
日
の
第
二
回
公
判
で
、

早
く
も
判
決
言
い
渡
し
が
お
こ
な
わ
れ
、

懲
役
三
年
（
未
決
二
百
日
通
算
）
の
実

刑
判
決
と
さ
れ
た
。

村
岡
貞
秋
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
40
）

年
杵
島
郡
若
木
村
川
古
（
現
在
武
雄
市

若
木
町
川
古
）
で
ツ
バ
キ
油
の
製
造
卸

業
を
営
み
、
地
主
で
も
あ
っ
た
村
岡
小

一
、
ヨ
シ
夫
妻
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
長
女
は
県
立
武
雄
高
等
女
学
校
に
、

長
男
、
次
男
は
佐
賀
師
範
学
校
に
進
学

し
て
い
る
。

末
っ
子
だ
っ
た
彼
も
、
若
木
村
の
尋

常
小
学
校
か
ら
佐
賀
中
学
校
を
経
て
、

一
九
二
七
（
昭
和
２
）
年
四
月
、
佐
賀

高
等
学
校
文
科
乙
類
に
入
学
し
た
。
貞

秋
の
同
級
生
や
従
兄
弟
た
ち
は
「
ユ
ー

モ
ラ
ス
あ
ふ
れ
る
話
を
し
て
は
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
を
大
笑
い
さ
せ
て
い
た
」

「
豪
放
磊
落
な
性
格
で
し
っ
か
り
し
た

か
ら
だ
つ
き
。
し
か
し
親
戚
み
ん
な
が

貞
秋
さ
ん
の
こ
と
は
今
で
も
タ
ブ
ー
と

さ
れ
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
き
た
」
。

村
岡
は
佐
賀
中
入
学
後
、
市
内
の
実

姉
ツ
ナ
の
嫁
ぎ
先
に
下
宿
し
て
通
学
し

て
い
た
。
ツ
ナ
の
子
息
は
当
時
の
こ
と

を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
貞
秋

さ
ん
は
佐
中
五
年
に
あ
が
る
前
こ
ろ
か

ら
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
日
が
次
第
に
増

え
て
き
た
。
貞
秋
さ
ん
は
『
歴
史
の
研

究
会
で
友
達
の
と
こ
ろ
で
勉
強
し
て
い

る
の
だ
か
ら
』
心
配
し
な
い
で
よ
い
」

と
言
っ
て
い
た
。

村
岡
は
佐
賀
高
に
合
格
後
す
ぐ
に
姉

の
家
か
ら
転
居
し
社
研
の
非
公
然
活
動

に
参
加
し
た
。
す
で
に
日
本
共
産
党
の

組
織
と
結
び
つ
き
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
三
・
一
五

大
弾
圧
事
件
を
契
機
に
非
公
然
の
党
活

動
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

三
・
一
五
、
四
・
一
六
と
息
つ
く
間

も
な
い
大
弾
圧
で
、
九
州
の
共
産
党
と

共
産
青
年
同
盟
の
組
織
は
壊
滅
状
態
と

さ
れ
、
県
内
た
だ
一
人
、
治
安
維
持
法

違
反
の
被
告
人
で
あ
っ
た
村
岡
の
一
年

十
一
ヶ
月
の
長
期
に
わ
た
る
獄
中
で
の

闘
争
は
、
想
像
を
絶
す
る
苦
難
に
満
ち

た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か

し
彼
は
弱
冠
二
十
二
歳
の
若
さ
で
特
高

の
残
虐
な
追
及
や
天
皇
制
権
力
か
ら
の

あ
ら
ゆ
る
脅
迫
や
懐
柔
策
に
屈
す
る
こ

と
な
く
、
黙
秘
を
貫
き
、
節
を
曲
げ
ず

に
た
た
か
い
ぬ
い
た
。

こ
の
不
屈
の
闘
い
を
支
え
た
も
の
は
、

中
学
時
代
か
ら
身
に
つ
け
た
科
学
的
社

会
主
義
の
社
会
発
展
へ
の
不
動
の
確
信

で
あ
り
、
人
民
大
衆
と
党
へ
の
強
固
な

信
頼
で
あ
っ
た
。

村
岡
は
懲
役
三
年
の
刑
期
満
了
後
の

一
九
三
二
（
昭
和
7
）
年
夏
よ
う
や
く

釈
放
さ
れ
た
が
、
若
木
村
で
彼
を
待
ち

受
け
て
い
た
の
は
武
雄
署
特
高
係
と
川

古
駐
在
巡
査
に
よ
る
監
視
下
の
生
活
で

あ
っ
た
。
親
か
ら
貞
秋
を
監
視
す
る
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
出
入
り
し
て
い
た
従

弟
に
対
し
て
も
、
特
高
は
治
安
維
持
法

違
反
容
疑
で
逮
捕
す
る
し
ま
つ
で
あ
っ

た
。村

岡
は
親
戚
に
ま
で
手
を
出
す
特
高

警
察
の
弾
圧
と
監
視
下
の
生
活
を
断
ち

切
る
た
め
、
出
獄
の
年
の
末
ご
ろ
大
連

に
向
か
っ
た
。
特
高
の
監
視
は
そ
の
上

陸
地
点
ま
で
続
い
た
。

し
か
し
一
九
三
八
（
昭
和
13
）
年
十

一
月
三
日
、
上
海
へ
向
か
っ
て
移
動
中

の
列
車
の
中
で
、
入
れ
替
え
の
バ
ッ
ク

を
し
て
き
た
機
関
車
に
は
ね
ら
れ
、
村

岡
は
三
十
三
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

（
抄
録
・
「
不
屈
」
編
集
部
）
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節
を
曲
げ
ず
不
屈
に

た
た
か
っ
た
村
岡
貞
秋

同
盟
佐
賀
県
本
部
編
「
佐
賀
県
民

の
現
代
社
会
運
動
概
史
」
よ
り



本
書
は
、
今
年
、
没
後
三
十
五
年
を

迎
え
た
戦
前
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌

運
動
の
発
展
に
尽
力
し
た
渡
辺
順
三
の

研
究
書
で
あ
る
。

家
具
店
の
住
み
込
み
小
僧
と
し
て
働

い
た
順
三
は
、
十
六
歳
の
こ
ろ
か
ら
文

学
に
心
が
傾
き
、
読
書
に
熱
中
。
社
会

問
題
に
も
開
眼
し
、
そ
の
眼
で
時
代
と

短
歌
を
見
よ
う
と
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

一
九
二
〇
年
代
末
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

短
歌
論
を
執
筆
す
る
な
ど
戦
前
、
短
歌

に
か
か
わ
る
三
冊
の
評
論
集
を
刊
行
し
、

短
歌
運
動
の
発
展
に
尽
力
す
る
が
、
太

平
洋
戦
争
開
始
の
翌
日
、
一
九
四
一
年

十
二
月
九
日
未
明
、
特
高
に
逮
捕
・
投

獄
さ
れ
た
。
資
料
に
よ
れ
ば
犯
罪
事
実

は
、
「
労
働
者
ノ
悲
惨
ナ
ル
宿
命
ト
現

実
社
会
打
倒
ノ
必
要
ヲ
強
調
セ
ル
等
ノ

自
作
短

歌
」
を

発
表
し

た
こ
と

な
ど
で

あ
る
。

新
日
本
歌
人
協
会
全
国
幹
事
で
、
歌

集
『
花
ど
き
』
で
、
第
十
回
多
喜
二
・

百
合
子
賞
を
受
賞
し
た
著
者
が
、
順
三

を
研
究
。
最
初
に
ま
と
め
た
の
が
没
後

二
十
五
周
年
を
前
に
上
梓
し
た
『
渡
辺

順
三
執
筆
年
譜
』
（
一
九
九
六
年
九
月
）
。

そ
の
後
も
次
々
新
し
い
資
料
が
見
つ
か

り
、
五
年
後
に
『
増
補
改
訂

渡
辺
順

三
執
筆
年
譜
総
集
』
を
刊
行
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
ま
た
も
や
新
し
い
資
料
が
多

数
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
本
書
の
執

筆
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
Ⅰ
は
、
渡
辺
順
三
の
家
系
の
研

究
を
中
心
に
し
た
も
の
、
Ⅱ
は
、
こ
れ

ま
で
あ
ま
り
焦
点
の
あ
て
ら
れ
な
か
っ

た
評
論
、
「
渡
辺
順
三
第
一
評
論
集
」
、

同
「
第
二
評
論
集
」
と
「
渡
辺
順
三
に

お
け
る
詩
と
の
別
れ
」
、
Ⅲ
は
、
「
渡

辺
順
三
―
人
と
作
品
」
、
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
歌
人
同
盟
の
時
代
と
順
三
」
な
ど
、

啓
蒙
的
評
伝
な
ど
、
Ⅳ
は
、
「
林
田
茂

雄
『
順
三
と
私
の
四
十
七
年
』
に
ふ
れ

て
」
な
ど
の
エ
ッ
セ
ー
か
ら
編
ま
れ
、

興
味
深
く
読
ま
せ
て
く
れ
た
。
（
幹
）
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書 棚

碓
田
の
ぼ
る
選

岐
阜
県

和
田

昌
三

郡
上
一
揆
の
遺
跡
案
内
板
ま
ず
五
か
所
建
て
終
え
カ
メ
ラ
に
笑
顔
の
仲
間

〈
評
〉
封
建
時
代
の
圧
政
に
抗
し
た
一
揆
の
歴
史
に
つ
い
て
の
誇
り
を
歌
う
。

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

死
者
も
出
で
し
恙
病
今
は
無
く
虫
神
様
は
草
に
埋
も
る

〈
評
〉
恙
虫
（
つ
つ
が
む
し
）
病
は
急
性
伝
染
病
で
昔
か
ら
風
土
病
と
い

わ
れ
た
が
、
今
は
昔
。

静
岡
県

江
川

佐
一

子
を
か
ば
い
母
は
銃
弾
に
斃
れ
た
り
子
は
証
言
に
立
ち
謝
罪
求
む
る

〈
評
〉
沖
縄
戦
か
、
イ
ラ
ク
戦
か
。
親
を
殺
さ
れ
た
戦
争
を
子
は
告
発
す
る
。

東
京
都

若
林

義
文

産
別
会
議
の
頃
な
つ
か
し
く
胸
躍
る
八
十
五
歳
の
パ
ー
ジ
組
な
り

〈
評
〉
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
闘
い
を

回
想
。
労
働
運
動
の
衰
え
も
嘆
く
か
。

東
京
都

す
ず
木
す
み
江

曼
殊
沙
華
地
に
湧
く
ご
と
く
咲
き
満
て
ば
秋
霖
の
と
き
も
花
あ
る
を
識
る

〈
評
〉
「
地
に
湧
く
ご
と
く
咲
き
」
と
歌
っ
て
い
る
所
は
、
作
者
の
実
感
。

和
歌
山
県

中
平

喜
祥

黄
に
ゆ
れ
る
田
面
見
て
お
り
し
ば
ら
く
は
わ
れ
に
も
か
か
る
ゆ
と
り
あ
る
の
か

〈
評
〉
実
り
の
秋
を
見
つ
め
な
が
ら
、
し
ば
し
の
平
安
を
味
わ
う
自
画
像
。

東
京
都

山
崎

元

鎌
で
包
丁
で
手
榴
弾
で
と
島
の
故
老
集
団
自
決
の
重
き
口
開
く

〈
評
〉
歴
史
の
真
実
を
歪
曲
す
る
力
に
抗
し
て
、
新
し
く
生
ま
れ
る
力
。

「
渡
辺
順
三
研
究
」

碓
田
の
ぼ
る
著

か
も
が
わ
出
版

二
一
〇
〇
円

同
盟
歌
壇



中
国
平
和

連
帯
の
旅

十
月
五
日
〜
十
日
の
中
央
本
部
企
画

「
中
国
平
和
・
連
帯
の
旅
」
は
一
都
一

府
八
県
四
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

三
泊
し
た
山
西
省
は
黄
河
文
明
発
祥

の
地
で
あ
り
、
か
つ
て
日
本
軍
隊
が
残

虐
な
三
光
作
戦
を
行
い
八
路
軍
の
抗
日

戦
の
激
戦
地
と
な
っ
た
所
。
最
初
の
見

学
地
「
八
路
軍
大
行
記
念
館
」
で
は
九

四
歳
の
水
谷
安
子
さ
ん
（
治
維
法
犠
牲

者
）
が
、
平
和
を
願
う
千
羽
鶴
を
史
永

平
副
館
長
に
手
渡
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

世
界
遺
産
の
平
遥
、
喬
家
大
院
等
を

見
学
の
後
山
西
大
学
日
本
語
学
科
の
米

彦
軍
助
教
授
や
十
名
の
女
子
学
生
と
の

夕
食
会
で
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
に

話
し
合
い
、
メ
ー
ル
の
交
換
や
来
日
の

時
の
訪
問
等
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

北
京
で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
「
中
国

国
際
交
流
協
会
」
の
徐
建
国
秘
書
長
、

文
徳
盛
ア
ジ
ア
太
平
洋
所
長
等
四
名
を

招
い
て
の
夕
食
会
で
す
。
柳
河
瀬
精
団

長
は
「
私
た
ち
は
過
去
の
戦
争
へ
の
正

し
い
歴
史
認
識
を
広
げ
、
再
び
戦
争
と

暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
活
動
を
し
て
い

る
団
体
」
で
あ
る
と
挨
拶
。
徐
建
国
氏

は
「
日
本
の
治
維
法
犠
牲
者
国
賠
同
盟

の
み
な
さ
ん
を
古
く
か
ら
の
友
人
と
し

て
熱
烈
に
歓
迎
す
る
。
あ
な
た
方
は
中

国
人
民
の
友
人
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
は
内
閣
が
変
わ
っ
た
日
本

の
政
治
情
勢
や
、
歌
や
踊
り
の
交
歓
、

こ
の
冬
北
京
で
行
わ
れ
る
日
本
浮
世
絵

展
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
中
国
で
の
市
民
交
流
の
旅
の
報

告
集
は
十
二
月
に
出
来
上
る
予
定
で
す
。

お
詫
び

●
同
盟
中
央
本
部
が
作
成
し
た
「
８
・

15
終
戦
記
念
日
の
宣
伝
ビ
ラ
」
に
、

柳
田
芙
美
緒
氏
撮
影
の
写
真
を
承
諾

を
得
な
い
ま
ま
掲
載
し
一
部
配
布
し

ま
し
た
。
関
係
者
の
方
に
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
中
央
本
部

訂
正

●
「
不
屈
」
前
月
号
11
㌻
下
段
18
行

目
「
過
半
数
を
占
め
」
は
「
大
き
く

前
進
し
」
に
訂
正
。
15
㌻
の
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
「
日
本
共
産
党

参
議
院
議
員
小
池
晃
」
を
加
筆
。
16

㌻
「
新
役
員
名
簿
」
の
加
藤
一
雄
は

近
藤
一
雄
の
誤
り
で
す
。

10
月
2
～
３
日

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
５
～
10
日

｢

中
国
、平
和
・
連
帯
の
旅
」

10
月
６
～
７
日

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
14
～
15
日

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
16
～
17
日

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

10
月
18
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代

表
者
会
議

10
月
18
日

「
不
屈
」
編
集
会
議

10
月
28
日

国
民
運
動
大
集
会

10
月
29
日

故
中
西
三
洋
さ
ん
通
夜

10
月
30
日

故
中
西
三
洋
さ
ん
告
別
式

葛
飾
ビ
ラ
弾
圧
事
件
東
京
高
裁
傍
聴
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事

務

局

日

誌

治安維持法と現代を結ぶ総合雑誌 企画・治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

『治安維持法と現代』
２００７年
秋 季 号

山
西
省
・
北
京
で
市
民
交
流

＝
山
西
大
学
・
中
国
国
際
交
流
協
会
と
懇
談
＝

【主な内容】「参院選後の情勢と今後の展望」＝畑田重夫、「日本会議
『靖国派』のルーツは特高官僚・戦犯政治家・右翼思想家」＝柳河瀬精、
「自衛隊の国民監視を許すな」＝内藤功、「南京大虐殺70周年に思う」＝
伊藤敬一、「岩田義道の不屈の生涯に学ぶ」＝水野晃治、「少年の私が見
た横浜事件」＝ふじたあさや、「世界に誇るべき革命家 宮本顕治」＝近
江谷昭二郎、「宮本顕治の不屈の公判闘争に学ぶ」＝山崎元、「大企業の
思想差別・反共労務政策とレッドパージ」＝神戸照、「気骨の作家・社会
運動家中西伊之助」＝水谷修、詩＝窪島誠一郎など、学習材料が満載。
Ａ５版、定価１０００円、送料２１０円、各都道府県本部でお求めを。


